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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月19日(2018.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁面電力レセプタクル又は建屋ＡＣ電力に電気的に接続されるよう構成され、遠隔電力
監視向けに、自スイッチの電力レセプタクルに挿された１個又は複数個の装置への電力の
供給を制御するよう構成され、且つ、自スイッチの無線通信レンジ内にある無線装置をロ
ーカルネットワーク、インタネット及び／又はクラウドストレージに接続することを可能
化する無線の通信ブリッジを提供するよう構成された、インタネット接続可能な電力スイ
ッチ。
【請求項２】
　請求項１記載の電力スイッチであって、複数個の上記装置を自電力スイッチに挿せるよ
う適合化された電力スイッチであり、上記通信ブリッジが上記複数個の装置の直接遠隔監
視及び／又は遠隔制御を可能化すべく構成されており、その通信ブリッジにて、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ローエネルギ、ローカルネッ
トワーク向けのＷｉＦｉ（登録商標）、クラウドベースアプリケーション向けのＷｉＦｉ
（登録商標）、赤外線、８０２．１１周波数、超音波周波数、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）
、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）周波数、ＩＳＭ帯の無線測位スペクトラム周波数、ＩＳＭ帯
の４２０ＭＨｚ～４５０ＭＨｚ、ＩＳＭ帯の９０２ＭＨｚ～９２８ＭＨｚ、ＧＳＭ（登録
商標）帯の無線周波数、ＧＳＭ（登録商標）－４５０、及び／又はＧＳＭ（登録商標）－
９００が使用される電力スイッチ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の電力スイッチであって、複数個の上記装置を自電力スイッチに
挿せるよう適合化されており、上記複数個の装置が、ＷｉＦｉ（登録商標）及び上記通信
ブリッジを介しアクセスされ又はオンボードメモリ上に格納される遠隔格納データを有し
、その通信ブリッジが、ローカルデバイス、デスクトップコンピュータ、ローカルネット
ワーク側アプリケーション、クラウド、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）デバイス、ペア
リング先装置、赤外線で制御される装置、８０２．１１周波数で制御される装置、超音波
周波数で制御される装置、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）又はＺｉｇｂｅｅ（登録商標）周波
数で制御される装置、ＩＳＭ帯の無線測位スペクトラム周波数で制御される装置、ＩＳＭ
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帯の４２０ＭＨｚ～４５０ＭＨｚの装置、ＩＳＭ帯の９０２ＭＨｚ～９２８ＭＨｚの装置
、ＧＳＭ（登録商標）帯の無線周波数で制御される装置、ＧＳＭ（登録商標）－４５０装
置、及び／又はＧＳＭ（登録商標）－９００装置上に駐在するアプリケーションに対する
ものである電力スイッチ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、制御アプリケーションを
更に備え、上記制御アプリケーションが、自スイッチ上、１個又は複数個の上記装置上、
インタネット上、ローカルネットワーク上、クラウドストレージ上、デスクトップコンピ
ュータ上、ラップトップコンピュータ上、タブレットコンピュータ上、携帯電話上、クラ
ウドベースデバイス上、赤外線で制御される装置上、８０２．１１周波数で制御される装
置上、超音波周波数で制御される装置上、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）又はＺｉｇｂｅｅ（
登録商標）周波数で制御される装置上、ＩＳＭ帯の無線測位スペクトラム周波数で制御さ
れる装置上、ＩＳＭ帯の４２０ＭＨｚ～４５０ＭＨｚの装置上、ＩＳＭ帯の９０２ＭＨｚ
～９２８ＭＨｚの装置上、ＧＳＭ（登録商標）帯の無線周波数で制御される装置上、ＧＳ
Ｍ（登録商標）－４５０装置上、及び／又はＧＳＭ（登録商標）－９００装置上に駐在す
る電力スイッチ。
【請求項５】
　請求項４記載の電力スイッチであって、上記制御アプリケーションは、自スイッチ、１
個又は複数個の上記装置、ＵＳＢデバイス、及び／又は上記無線装置向けのアプリケーシ
ョンである電力スイッチ。
【請求項６】
　請求項５記載の電力スイッチであって、上記制御アプリケーションは、上記通信ブリッ
ジを介した遠隔監視及び／又は無線制御向けに構成されている電力スイッチ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、可通信接続されている装
置、自スイッチ、自スイッチに接続されたＵＳＢデバイス、及び／又は１個又は複数個の
上記装置向けのプログラマブルなアラーム状態条件及びワーニングを更に備え、上記プロ
グラマブルなアラーム状態条件及びワーニングが、自スイッチ上、１個又は複数個の上記
装置、デスクトップコンピュータ上、ラップトップコンピュータ上、タブレットコンピュ
ータ上、携帯電話上、ローカルネットワーク上、インタネット上、クラウドストレージ上
、クラウドベースデバイス上、赤外線で制御される装置上、８０２．１１周波数で制御さ
れる装置上、超音波周波数で制御される装置上、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）又はＺｉｇｂ
ｅｅ（登録商標）周波数で制御される装置上、ＩＳＭ帯の無線測位スペクトラム周波数で
制御される装置上、ＩＳＭ帯の４２０ＭＨｚ～４５０ＭＨｚの装置上、ＩＳＭ帯の９０２
ＭＨｚ～９２８ＭＨｚの装置上、ＧＳＭ（登録商標）帯の無線周波数で制御される装置上
、ＧＳＭ（登録商標）－４５０装置上、及び／又はＧＳＭ（登録商標）－９００装置上に
駐在する電力スイッチ。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、複数のコヒーシブ通信を
可能化すべく適合化されたファームウェアを更に備え、上記コヒーシブ通信が、１個又は
複数個の上記装置間における、ＷｉＦｉ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
ＵＳＢ及び／又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ローエネルギ通信出力から、自スイッ
チを通り、電話機、コンピュータ、タブレット、スマートデバイス、赤外線で制御される
装置、８０２．１１周波数で制御される装置、超音波周波数で制御される装置、Ｚｉｇｂ
ｅｅ（登録商標）又はＺｉｇｂｅｅ（登録商標）周波数で制御される装置、ＷｉＦｉ（登
録商標）プロトコルで以て動作するがアクセスポイント特権を有していない装置、ＩＳＭ
帯の無線測位スペクトラム周波数で制御される装置、ＩＳＭ帯の４２０ＭＨｚ～４５０Ｍ
Ｈｚで制御される装置、ＩＳＭ帯の９０２ＭＨｚ～９２８ＭＨｚで制御される装置、ＧＳ
Ｍ（登録商標）帯の無線周波数で制御される装置、ＧＳＭ（登録商標）－４５０装置、及
び／又はＧＳＭ（登録商標）－９００装置へと媒介される電力スイッチ。
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【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、自スイッチ、上記１個又
は複数個の上記装置、ＵＳＢデバイス、及び／又は上記無線装置向けのデータ格納及び監
視アプリケーションを更に備え、上記データ格納及び監視アプリケーションが、自スイッ
チ上、１個又は複数個の上記装置上、デスクトップコンピュータ上、ラップトップコンピ
ュータ上、タブレットコンピュータ上、携帯電話上、インタネット上、ローカルネットワ
ーク上、クラウドストレージ上、クラウドベースデバイス上、赤外線で制御される装置上
、８０２．１１周波数で制御される装置上、超音波周波数で制御される装置上、Ｚｉｇｂ
ｅｅ（登録商標）又はＺｉｇｂｅｅ（登録商標）周波数で制御される装置上、ＷｉＦｉ（
登録商標）プロトコルで以て動作するがアクセスポイント特権を有していない装置上、Ｉ
ＳＭ帯の無線測位スペクトラム周波数で制御される装置上、ＩＳＭ帯の４２０ＭＨｚ～４
５０ＭＨｚで制御される装置上、ＩＳＭ帯の９０２ＭＨｚ～９２８ＭＨｚで制御される装
置上、ＧＳＭ（登録商標）帯の無線周波数で制御される装置上、ＧＳＭ（登録商標）－４
５０装置上、及び／又はＧＳＭ（登録商標）－９００装置上に駐在する電力スイッチ。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、複数個の無線装置とペア
リングされるよう上記通信ブリッジが構成されており、上記複数個の無線装置を制御する
よう構成されたオンボードアプリケーションを更に備え、上記複数個の無線装置が、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ローエネルギ装置、赤
外線で制御される装置、８０２．１１周波数で制御される装置、超音波周波数で制御され
る装置、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）又はＺｉｇｂｅｅ（登録商標）周波数で制御される装
置、ＷｉＦｉ（登録商標）プロトコルで以て動作するがアクセスポイント特権を有してい
ない装置、ＩＳＭ帯の無線測位スペクトラム周波数で制御される装置、ＩＳＭ帯の４２０
ＭＨｚ～４５０ＭＨｚで制御される装置、ＩＳＭ帯の９０２ＭＨｚ～９２８ＭＨｚで制御
される装置、ＧＳＭ（登録商標）帯の無線周波数で制御される装置、ＧＳＭ（登録商標）
－４５０装置、及び／又はＧＳＭ（登録商標）－９００装置を含む電力スイッチ。
【請求項１１】
　請求項１０記載の電力スイッチであって、ローカルネットワーク、コンピュータ、タブ
レット、携帯電話及び／又はクラウドベースアプリケーションとのＷｉＦｉ（登録商標）
通信を介し上記複数個の無線装置を制御するよう構成されている電力スイッチ。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、少なくとも１個のアク
セスポイントＷｉＦｉ（登録商標）送受信機又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ローエ
ネルギ送受信機を含め複数個の無線機及び受信機と、赤外線、８０２．１１周波数、超音
波周波数、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）周波数、ＩＳＭ帯周波数及び／又はＧＳＭ（登録商
標）帯周波数を送受信するよう構成された少なくとも１個の更なる送受信機と、を有する
電力スイッチ。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、電力出力を更に備え、
自電力スイッチのその電力出力、及び／又は、１個又は複数個の上記装置に接続されてい
る装置の電力使用を計測又は監視するよう構成された電流モニタを有する電力スイッチ。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、自電力スイッチに接続
されているＵＳＢデバイスを制御し、監視し、及び／又は上記ＵＳＢデバイスにデータを
転送するよう構成されたＵＳＢポートを更に含む電力スイッチ。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、複数個のＵＳＢデバイ
スからのプラグイン接続を受け入れるよう、且つ上記通信ブリッジを介してＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ローエネルギ、及び／又は、ロー
カルネットワーク及び／又はクラウドベースアプリケーションに接続するためのＷｉＦｉ
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（登録商標）を使用し、上記複数個のＵＳＢデバイスを遠隔監視及び直接無線制御するよ
う、構成されている電力スイッチ。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、複数個のＵＳＢデバイ
スからのプラグイン接続を受け入れるよう、且つ、（i）上記複数個のＵＳＢデバイスに
関連するデータをオンボードメモリ上に遠隔格納するよう、及び／又は（ii）複数個のＵ
ＳＢデバイスに関連する遠隔格納データを、ＷｉＦｉ（登録商標）を介し、ローカルＵＳ
Ｂデバイス上、デスクトップコンピュータ上、ローカルネットワーク上、クラウド上、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）制御される装置上、又はペアリング先の装置上に駐在する
アプリケーションへと送信するよう構成されている電力スイッチ。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の電力スイッチであって、自電力スイッチは建屋
ＡＣ電力に電気的に接続されるよう構成され、入力配線及び出力配線を更に備え、（i）
上記入力配線がオス型電球レセプタクル又はエジソンソケットを含み、上記出力配線が標
準的なメス型照明ソケット又はエジソンソケットを含み、及び／又は（ii）上記入力配線
が相／中性／接地１１０Ｖ規格配線を有し、上記出力配線が標準的なメス型照明ソケット
又はエジソンソケットを含む電力スイッチ。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の電力スイッチと、
　無線通信向けに構成されておりローカルネットワーク、インタネット及び／又はクラウ
ドストレージと接続可能な情報処理装置と、
　電力を使用し動作するよう構成された少なくとも１個の被給電装置と、
　無線通信向けに構成された少なくとも１個の遠隔装置と、
　を備え、上記電力スイッチは、
　　壁面電力レセプタクル又は建屋ＡＣ電力から電力を受け取るよう適合化されたコネク
タと、
　　上記被給電装置からの電気的接続を受け入れその電気的接続を介しその被給電装置へ
と電力を供給するよう構成された電力レセプタクルと、
　　上記被給電装置への電力の供給を制御するよう構成されたスイッチング機構と、
　　１種類又は複数種類の無線通信プロトコルを介し無線通信を送受信可能であり、且つ
、上記情報処理装置と上記少なくとも１個の遠隔装置の間に無線の通信ブリッジを提供す
ることにより、上記少なくとも１個の遠隔装置をローカルネットワーク、インタネット及
び／又はクラウドストレージに接続するよう構成された通信モジュールと、
　を備えるシステム。
【請求項１９】
　請求項１８記載のシステムであって、上記コネクタが、電力アウトレットの介在なく、
壁内のＡＣ電力線に直接接続されるよう適合化されているシステム。
【請求項２０】
　請求項１８又は１９に記載のシステムであって、上記コネクタが電球キャップを備え、
上記レセプタクルが電球用ソケットを備えるシステム。
【請求項２１】
　請求項１８～２０のいずれか１項に記載のシステムであって、上記少なくとも１個の遠
隔装置が、同じ又は異なる通信プロトコルを使用し上記通信モジュール又はブリッジに同
時に接続又はペアリング可能な複数個の遠隔装置を含み、上記電力スイッチ内、上記情報
処理装置内、ローカルネットワーク内、コンピュータ内、タブレット内、携帯電話内、イ
ンタネット内、及び／又はクラウドベースアプリケーション内に駐在するオンボードアプ
リケーションを介し複数個の上記遠隔装置を制御可能なシステム。
【請求項２２】
　請求項１８～２１のいずれか１項に記載のシステムであって、上記通信モジュールが複
数個の送信機及び受信機を備え、上記複数個の送信機及び受信機が、少なくとも１個のア
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クセスポイントＷｉＦｉ（登録商標）送受信機、少なくとも１個のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）ローエネルギ送受信機、並びに赤外線、８０２．１１周波数、超音波周波数、
Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）周波数、ＩＳＭ帯周波数又はＧＳＭ（登録商標）帯周波数用の
他の少なくとも１個の送受信機のうち、１個又は複数個を備えるシステム。
【請求項２３】
　電力スイッチング装置を電源に接続するステップと、
　上記電力スイッチング装置の電力レセプタクルに被給電装置を接続することによりその
被給電装置との電力接続を確立するステップと、
　ローカルネットワーク、インタネット及び／又はクラウドストレージに接続可能な情報
処理装置を、第１通信プロトコルを使用し上記電力スイッチング装置の通信モジュールに
無線接続するステップと、
　第２通信プロトコルを使用し遠隔装置を上記電力スイッチング装置に無線接続するステ
ップと、
　上記情報処理装置及び上記遠隔装置を上記電力スイッチング装置を介しブリッジングす
ることにより、ローカルネットワーク、インタネット及び／又はクラウドストレージにそ
の遠隔装置を無線接続するステップと、
　を有する方法。
【請求項２４】
　請求項２３記載の方法であって、
　（i）上記電力スイッチング装置、上記被給電装置及び／又は上記遠隔装置を遠隔監視
又は制御するステップ、
　（ii）上記電力スイッチング装置、上記被給電装置及び／又は上記遠隔装置との関連で
生成されたデータを、上記電力スイッチング装置上のメモリ、上記情報処理装置、上記ネ
ットワーク、インタネット及び／又はクラウドに格納するステップ、
　（iii）上記電力スイッチング装置、上記被給電装置、上記遠隔装置及び／又は上記遠
隔装置のアラーム状態及び条件を監視するステップ、及び／又は、
　（iv）上記電力スイッチング装置、上記遠隔装置又は上記被給電装置向けの制御アプリ
ケーションを、上記情報処理装置、上記遠隔装置、上記電力スイッチング装置、インタネ
ット、上記ネットワーク及び／又はクラウドの上に格納するステップ、を有する方法。
【請求項２５】
　請求項２３又は２４に記載の方法であって、上記電力スイッチング装置が、
　上記電源から電力を受け取るよう適合化されたコネクタと、
　上記被給電装置への電力の供給を制御するよう構成されたスイッチング機構と、
　を備え、
　上記電力レセプタクルは、上記被給電装置からの電気的接続を受け入れその電気的接続
を介しその被給電装置へと電力を供給するよう構成され、
　上記通信モジュールは、１種類又は複数種類の通信プロトコルを介し無線通信を送受信
可能であり、且つ、上記情報処理装置と上記遠隔装置の間に通信ブリッジを提供すること
によりその遠隔装置をローカルネットワーク、インタネット及び／又はクラウドストレー
ジに接続するよう構成される方法。
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